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追肥 期に あ る

夏柏 甘蕪の生育 経過
川月 ともなれば庶作鹿家にと ってはiZ値甘虎 の第 1回

日の追肥朋 が終 りに近 づ く頃 である｡現 任､庶 作者JliJで

採用 されている耕種偵準によると ｢互と植甘庶の追肥朋､

)iEl肥,GtL･は植付後1カ月以 内に1lr日日の追肥をな し､12月

ド同 までに第2回 Ejを行 う｡ 1｢｢Tl日追肥は株の束例JIOCm

(3寸)l勺外の彪離に､芽‡2同日は反対(刺 (西 側)13cm

(4寸 )内外の距離に 夫 々粥 を設 けてJML必 らず 出土 す

る｣とされて います｡

規今の庶作 -抑 ま基肥に上軌射他を胤 目して いるのが少な

<化 J?I:肥 料のみに依 存 し追肥で戚JIt当して いる現 況にあ

り､それ らの施肥期の適否が初朋のtk胃磯 村別こ人 き<彩

鞘 するとい うことを解志 しなければな らな いBそこで発

D二伸止 したiJJFa串が追肥朋を迎えるにあた って､その適

｣胡 (植 付後 1カ月 )に至 る までの/i:層 状態を通 弧 こ把塁重

しそれに適 合する今期的な施肥法 を採用 すべ きだと考 え

られ ます｡

ここに博吉らが行 っている~庶 EYjg]断の桝究｣の 1部か

ら追肥朋に達 した幼 把業の乙巨良経過の概要 をElqL｣-げ関

係 ･拝の参考に寄与 した い｡

実 験 の あ らま しとそ の 宗吾果

A 品種および採苗

NCo310, 1961年 8月10】j植か し')採〃iL､P,ri叩J)2段

Ll-占､3段 IITtiを実 験に供 した｡

B 時 期

1962咋8月11r1-9月15EJ

C 言式 験 区

Ltだ山'lyJ断は-.読.扱区 3Lx二の うち lLメ_(150イくfLFll.(､j')を標

叩2肝JLh-i炉二と し､EIfriHU60二mX排日lLIJ36=nlLJ)′扱 fl(T-_h'LJ.殿に

した｡

D 調 査 方 法

､8 帖 ト1後､l週 日f7:j;に15イi:心削 りあげ 地 卜部を水

洗い して調査 した｡

r.lIj本調査は耕虐白襟唯に/)';されたbi的Jr庶))･7,']Lg]

日追肥 (植付後 1カ月以 内)に十,:る までの/i:Ji経

過について行 った｡

⑧ 塔ゴこはF寺本､分けつ 溝と も:=妹てA(gJrlりんHT-)

の1妾JyET部位か ら測起 した｡

(写 真 左 )

1週 目よ り4週 目まで

の草 丈:及び出葉 状態

1.3.5.7.は上芽母茎

2.4.6.8.は下芽母茎

(写 真 右 )

1週 目と4週 目の上芽

母茎 及び下芽母茎の蕪

苗根 と母茎の発根可犬態



⑨ 茂ミ蕗横 (-EBの根相か ら発ノ限)､上丑茎根 (発芽伸

抜 した幼 巨王茎か ら発根 )は横長 0.1cm以上伸 びた

ものを校数調査の対月割こした｡

④ 展開英数は集身が1cm以上伸 び､ しか も肥厚帯

が完全に罷出 し展開 した薬を調べた｡

⑤ 分 けつ茎は､この時朋には まだ地表への馬 出は

見 られないが地下にお いて集鞘の着生部か ら謡出

したものにつ いて調査 した｡

上記の調査結 果につ いて 要 約 すれば図1,2,3の通 りで

ある｡

① 2節 軌 こ着生 して いる2芽の うち上芽の方が草丈の

伸長､柑】出集数､展開英数 ､分けつ茎 の発生増加な

ど初期生育か ら1頁芽優勢の傾向があらわれ明 らかに

両芽間に差 のあることが認められる｡

見城氏 (台糖研究所報告 )らも薦 菌 と して 2節苗

を植付 けるとき､上二穿よ りのガノ芽の発生およびその

後の生育に下男三のそれに比べ著 しく旺盛 で､その結

集下芽は｣三背不良 とな り枯死 する場合が多 い｡両芽

共完全に均盤 な生育をとげることは柿 であると報告

している｡

@ 燕 娼根の先生は幼芽の伸長 とは概 して反対の傾 向

を示 し上井着生部横帯よ りも下芽着生部根滞か らの

発生が大 である｡ しか し田:茎根ではその差 はあ ま り

認 められな い｡一般に熱度の進んだ燕茎 を燕商 と し

た とき発芽に比主験して発根の旺盛 なことは既に二報告

され認 められている｡

⑨ 分けつ茎のlltl長増力加ま上芽母茎 では 3週 目頃か ら

見 られ5過 日にかけて急場 するが､下芽 缶茎 では1週

お くれて4週 目筋か ら漸次その発生が見 られる｡ 草

丈の伸長国J合はI丑茎 ｢司俵に上芽分けつ茎 が大 きい｡

しか し茎 の直径 (太 さ)にお いては&茎 ､分 けつ茎

と も両芽間に大差は認 められな い｡

以上の結果か ら施肥上留遜すべ き点につ いて述 べてお

き度い｡

① 燕笛よ り発生 した出芽の初期生育に必要な燕 苗自

身の沓分の供給期間5-6週間 で､ しか も欠乏 する主

な藻分はNであるとされてお り適期 を逸 しな いよ う

努 めなければならない｡

⑧ 植付の際は上井､1{芽 の泣声藍を一定 に して施肥管

腰の候をはかるとともに発芽 後は岡芽 の間に差のあ

ることを認 め､更に芽を横に水平櫨を した場合の元喋

韻のI丑茅;根 と分けつ茎の発生は主 として酋および田:

茎 との横着部位の外側か ら行われて いることに留意

し常に生育が9g少がちの下芽を主体 に して施肥は行

われるべ きだ と考え られる｡

⑨ 基肥の施用 につ とめ両三好の初期生育 をこ均等 に し､

その うえに化学肥料の追肥で生育後期 までIm-ガのコ勾

姓を保持することにつとめるべ きである｡

(仲 間 操 )
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